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・認定こども園園庭整備事業について

〇中頓別小学校運動会の様子

　中頓別小学校運動会の詳細は、P4「まちの話題」をご覧ください。

小さな中頓別の

しあわせをデザインする

ま ち
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園
庭
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
は
、

5
つ
の
理
念
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
1
つ
目
に
「
挑
戦
で
き

る
環
境
」で
す
。
こ
れ
は
、「
こ
こ
ろ
」、

「
か
ら
だ
」、「
あ
た
ま
」
を
フ
ル
稼

働
さ
せ
、
成
功
体
験
だ
け
で
は
な
く
、

失
敗
な
ど
を
通
じ
て
、
自
尊
感
情
を

育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
2
つ
目
は
、
「
存
分
に
試
す
こ

と
が
で
き
る
・
変
化
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
」
で
す
。
子
ど
も

達
の
五
感
を
使
い
自
然
の
中
で
新
し

い
発
見
や
偶
然
の
発
見
に
出
会
う
な

ど
環
境
の
豊
か
さ
が
、
小
学
校
以
降

の
学
び
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
3
つ
目
は
、
「
関
わ
り
合
っ
て

作
り
出
せ
る
環
境
」
で
す
。
豊
か
な

環
境
を
持
つ
園
庭
で
は
、
楽
し
い
こ

と
を
し
て
い
る
人
を
見
る
と
自
分
で

も
や
っ
て
み
た
く
な
っ
た
り
、
自
然

と
子
ど
も
達
同
士
で
集
ま
り
、
続
き

を
や
り
た
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
通

じ
て
、
自
ら
の
見
通
し
を
持
っ
て
、

遊
び
を
発
展
さ
せ
て
行
き
ま
す
。
4

つ
目
は
、「
力
を
出
し
切
れ
る
・
発

散
で
き
る
環
境
」
で
す
。
力
を
出
し

切
れ
る
環
境
で
は
、
身
体
も
心
も

す
っ
き
り
し
、
快
眠
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
、「
ほ
っ

と
で
き
る
・
一
息
つ
け
る
環
境
」
で
す
。

大
切
な
乳
幼
児
期
に
、
大
人
が
意
味

付
け
や
管
理
し
な
い
時
間
を
子
ど
も

達
に
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

以
上
の
5
つ
の
理
念
を
念
頭
に
認

定
こ
ど
も
園
の
園
庭
が
新
し
く
整
備

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
園
庭
の
イ
メ
ー
ジ

　

新
し
い
認
定
こ
ど
も
園
の
園
庭
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
上
の
図
の
通
り
で
す
。

い
き
い
き
遊
び
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
身

体
を
使
っ
て
遊
べ
ま
す
。
泥
遊
び
ゾ
ー
ン

で
は
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で
水
を
出
し
、

水
の
か
け
合
い
や
土
を
掘
っ
た
り
、

山
作
り
、
泥
団
子
作
り
な
ど
遊
び
を

通
じ
て
子
ど
も
の
創
造
を
引
き
出
せ

ま
す
。
泥
遊
び
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
ハ

ウ
ス
の
シ
ャ
ワ
ー
で
、
洗
い
流
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で

は
、
太
陽
や
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
交
流
と
休

憩
の
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
乳
児
ゾ
ー
ン
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン

の
2
か
所
に
は
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
、

遊
具
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
児

ゾ
ー
ン
で
は
、
ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り
台

　

中
頓
別
町
立
認
定
こ
ど
も
園
は
、

平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
認
定
こ

ど
も
園
」
制
度
で
、
北
海
道
か
ら
認

定
さ
れ
た
第
1
号
の
認
定
こ
ど
も
園

で
す
。
開
園
当
時
か
ら
、
遊
び
を
通

じ
て
好
奇
心
を
刺
激
し
、
主
体
性
や

判
断
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら

園
庭
が
新
し
く
整
備
さ
れ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
園
庭
と
な
る
予
定
か
、

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
園
庭
づ
く
り
の
方
針

　

中
頓
別
町
で
は
、
子
ど
も
達
が
遊

べ
る
場
所
が
、
寿
公
園
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
寿
公
園
は

小
学
生
向
け
の
遊
具
が
多
か
っ
た
り
、

認
定
こ
ど
も
園
の
園
庭
で
は
、
遊
具

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
度
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
園
児

達
へ
よ
り
良
い
遊
び
の
場
を
通
じ
て

学
ぶ
機
会
の
提
供
を
促
す
こ
と
や
遊

具
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
園
庭
の

再
整
備
を
行
い
、
遊
具
の
更
新
や
新

し
く
遊
べ
る
場
所
を
確
保
し
て
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
達
が
心
も
身
体
も

成
長
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

認定こども園園庭整備事業について

が
配
置
さ
れ
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン

で
は
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
吊
り
橋
、

滑
り
台
、
平
均
台
、
切
り
株
ベ
ン
チ

な
ど
、
築
山
を
登
っ
た
り
、
降
り
た

り
、
転
が
っ
て
遊
べ
ま
す
。
頂
上
に

は
、
木
材
を
配
置
し
、
自
由
に
遊
ぶ

こ
と
や
切
り
株
ベ
ン
チ
も
あ
り
、

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
高
い
位
置
か
ら

木
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
隣
接

し
て
い
る
な
か
と
ん
こ
ど
も
の
森

ゾ
ー
ン
で
は
、
実
の
な
る
木
や
紅
葉

す
る
木
で
構
成
さ
れ
た
小
さ
な
森
が

広
が
り
ま
す
。
森
の
中
で
は
、
木
登

り
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
自
由
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
菜
園
・
花
壇

ゾ
ー
ン
で
は
、
植
物
栽
培
を
通
じ
て
、

自
然
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

シ
ン
プ
ル
な
遊
具
や
よ
り
自
然
に

近
い
環
境
が
多
く
整
備
さ
れ
、
子
ど

も
達
の
た
く
さ
ん
の
学
び
や
遊
び
に

つ
な
が
る
こ
と
で
、
中
頓
別
町
立
認

定
こ
ど
も
園
で
は
、
主
体
的
・
対
話

的
深
い
学
び
の
基
礎
を
育
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
動
植
物
な
ど
の
い
の
ち
に

触
れ
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
知
っ
た
り
、

体
力
向
上
な
ど
を
目
指
す
保
育
・

教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

写真：認定こども園園庭の様子
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泥遊びゾーン

サービスハウス

ウッドデッキ

3



4

　
6
月
26
日
、
中
頓
別
町
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
曇
天
で
し
た
が
、
5
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
、
1
試
合
に
つ
き
、
5
イ

ニ
ン
グ
40
分
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
チ
ー
ム
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
も
出
て
い
ま
し
た
。
成

績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

令
和
4
年
度
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
！

町民ソフトボール大会
結果発表

優　勝　専念寺
準優勝　なかとんフットサル同好会
第3位　中頓別町精鋭
第4位　商工会青年部＆議員会
第5位　中頓別郵便局

　
7
月
3
日
、
松
音
知
地
区
と
上
駒

地
区
の
試
験
圃
場
で
、
ぶ
ど
う
が
実

り
始
め
ま
し
た
。

　
栽
培
品
種(

清
見
、
山
幸
、
清
舞)

に
よ
り
、
開
花
の
時
期
は
異
な
り
ま

し
た
が
、
6
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
咲
き

始
め
、
7
月
初
旬
に
は
、
た
く
さ
ん

実
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
開
花
時
期
に
、

摘
房
な
ど
を
行
い
、
ひ
と
つ
の
枝
に

ひ
と
房
程
度
に
摘
む
こ
と
で
、
質
の

高
い
実
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぶ
ど
う
が
実
り
始
め
ま
し
た

醸
造
用
ぶ
ど
う
実
証
栽
培

　
7
月
2
日
、
中
頓
別
小
学
校
で
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
68
人
は
赤
組
と
白
組
に

分
か
れ
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
一
致
団
結
」
の
下
、
徒
競
走
や

大
玉
こ
ろ
が
し
、
玉
入
れ
、
リ
レ
ー

な
ど
を
元
気
に
行
い
ま
し
た
。

　
よ
っ
ち
ゃ
れ
で
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
全
校
児
童
が
息

を
合
わ
せ
た
演
舞
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

中
頓
別
小
学
校
運
動
会

一
致
団
結
！
勝
利
を
導
く
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7
月
15
日
、
中
頓
別
町
役
場
で
、

中
頓
別
中
学
校
で
集
め
た
緑
の
募
金

が
生
徒
か
ら
小
林
町
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
4
月
28
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の

期
間
で
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
合
計
、

9
,
6
4
6
円
の
寄
付
が
集
ま
り
ま

し
た
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
公
園

へ
の
記
念
植
樹
事
業
な
ど
、
町
の
様

々
な
「
緑
化
活
動
支
援
事
業
」
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
頓
別
中
学
校
緑
の
募
金

緑
づ
く
り
へ
の
寄
付

　
7
月
19
日
、
中
頓
別
町
役
場
で
、

生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
「
君

の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
文
化
財
団
理
事
長
　
磯
田

憲
一
さ
ん
が
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
、

出
生
届
を
出
し
、
椅
子
を
抱
え
て
い

る
と
新
た
な
命
が
生
ま
れ
た
と
思
っ

て
く
れ
る
町
作
り
を
進
め
た
い
と
い

う
思
い
な
ど
か
ら
始
め
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

居
場
所
を
届
け
て

君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
7
月
13
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で
寒

天
ゼ
リ
ー
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
6
組
の
親
子
が
参
加
し
、
齋
藤
助

産
師
か
ら
は
、
子
ど
も
の
視
力
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寒

天
ゼ
リ
ー
遊
び
や
水
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん
は
、

「
寒
天
ゼ
リ
ー
が
粘
り
気
の
あ
る

手
触
り
で
、
色
々
な
硬
さ
が
あ
り

楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

寒
天
ゼ
リ
ー
遊
び

不
思
議
な
手
触
り

　
7
月
5
日
、
中
頓
別
町
役
場
で
こ

れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
構
想
町
民
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
4
日
、
5
日
で
行
わ

れ
、
両
日
合
わ
せ
て
13
人
の
町
民
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

新
し
い
学
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
整
備

方
針
、
建
設
候
補
地
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
方
か
ら
は
、
新
し
い

学
校
に
ど
の
様
な
素
材
が
使
わ
れ
る

の
か
な
ど
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り

町
民
説
明
会
開
催
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informationinformation

介護医療院が開院しました

　中頓別町の医療提供体制の課題に、現在の入院機能を持つ病院を将来にわたって、維持して
いくことが難しい状況があります。現在、病院の病床使用率は、およそ３割程度で推移してい
ることなどから、毎年、不採算経営が続いており、町の財布でもある一般会計から、多額の赤
字補填を行っている状況です。次に、特別養護老人ホーム長寿園の利用者が、体調を崩した際
は、施設を一時的に離れ、病院へ入院する場合があります。この病院と施設への行き来は、施
設と利用者の負担となっています。
　地域の中で、この課題を解消し、医療、介護を残したうえで、末永く暮らし続けられる仕組
みや自身の最期を迎える際に希望が叶えられる仕組みが求められています。

なぜ見直しが必要か？　……………………………………………………………

　長期療養を送ることを前提とした介護保険施
設で、「住まいと生活を医療が支えるモデル」
として、日常生活の身体介助や生活支援、「日
常的な医学管理」、「看取りやターミナルケア」
などの医療的ケアとプライバシーに配慮した生
活施設を提供することができます。
　中頓別町の介護医療院は、４室16床となって
おり、部屋には間仕切り家具やエアコンが整備
され、快適に過ごせるようになっています。ま
た、談話室兼食堂もあり、食事や談話を楽しむ
こともできます。

介護医療院とは？　…………………………………………………………………

　将来的には、無床診療所や看取りのできる特養、看護小規模多機能支援事業所などを展開し
ていく予定です。無床診療所には、ホテル機能を持つ施設を併設することで、すぐに他の病院
へ入院できない場合、経過観察ができる仕組みとします。また、無床診療所となった場合でも
医師を維持できるように努め、訪問医療などにも取り組みます。看護小規模多機能支援事業所
は、在宅療養を行う利用者とその家族を支えるサービスです。訪問看護、訪問介護サービスだ
けでは、点でしか支えることができませんでしたが、看護や介護の専門職の目の届く所で、通
所や宿泊ができます。在宅療養を行う利用者の家族にとっては、介護を休息することもできま
す。また、医師の指示書に基づく医療行為も含め、24時間365日サービスを提供しているため、
急な病状変化にも対応することができます。

今後の医療提供体制について　……………………………………………………

室内の様子

お問い合わせ　中頓別町立国保病院（01634-6-1131）
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固定資産税についてのお知らせ

令和４年度 町税の納期について

　納税義務者(土地や家屋の所有者)が亡くなられ、その年の12月末日までに相続登記が完了で
きない場合は、相続人の代表者を決めていただき、相続登記が完了するまでの間、相続人を代
表して固定資産税などに係る納税通知書と納付書の受領をはじめとする一切の権利を有する相
続人代表者の指定手続きを役場で行う必要があります。なお、相続人代表者指定届の提出によ
って、登記されたことにはなりません。家庭裁判所に相続放棄の手続きをされた場合は、下記
のお問い合わせまで連絡してください。

informationinformation

６月30日

５月31日

６月30日

５月31日

第１期

８月１日

８月31日

８月31日

第２期

９月30日

11月30日

10月31日

第３期

11月30日

第４期

12月26日

第５期

国民健康保険税

固 定 資 産 税

道 町 民 税

軽 自 動 車 税

税目

納税義務者が亡くなられた場合の手続きについて

　登記のない固定資産に関しての「所有者」は、家屋課税台帳に登録された人になります。登
記のある固定資産については、法務局で管理されておりますが、未登記の固定資産は役場のみ
で管理されていますので、「未登記家屋所有者名義人変更届」を役場まで提出していただく必
要があります。この届出が提出されないと、納税証明等の発行に問題が生じたり、相続関係が
複雑になるにつれて将来的に真の所有者への変更が困難になるなどの恐れがあります。未登記
家屋の異動期日は、原則的に届出を受理した日付となります。受理した日付によって課税され
る方が変わりますので、ご注意ください。
　未登記家屋所有者名義人変更届の提出の遅れを理由とする過年度分の訂正は行いませんので、
早めの提出をお願いいたします。
　・令和４年４月１日から令和５年１月１日（賦課期日）までに受理した場合は、令和５年度
　　から新所有者に課税します。
　・令和５年１月２日から令和５年３月31日までに受理した場合は、令和５年度は旧所有者に、
　　令和６年度から新所有者に課税します。
お問い合わせ　住民グループ（01634-8-7660）

未登記家屋の名義人変更手続きについて

　町税、使用料等納付金は納期内に完納しましょう。町への納入は、便利な口座振替をご利用
ください。手続きは、町の指定金融機関（稚内信用金庫・農協）・最寄りの郵便局（ゆうちょ
銀行）でお願いします。
お問い合わせ　住民グループ（01634-8-7660）
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国民年金保険料の免除・追納制度について

　年金制度は、日本を支えている皆さんの生活を守る大切な制度です。日本の社会や経済が変
化しても制度がきちんと保たれるように様々な仕組みがあります。その中の１つに経済的に納
付が困難である場合など一定条件を満たす方々への救済措置として、国民年金保険料の免除制
度があります。この制度は審査の際には本人・配偶者・世帯主の前年所得が審査の対象となり
ます。申請し、審査が通った場合に適用されます。所得が少ないなどの理由で保険料を納付す
る事が困難な場合は、役場窓口で保険料免除等の申請を行ってください。年金事務所で前年所
得などを審査して承認された場合は、保険料の全額または一部が免除されます。

informationinformation

保険料を納めるのが困難なとき（保険料免除制度）

①　「未納」だと遡って２年前までしか納めれないところ、「追納」として遡って10年前の分
　　まで納めることができます。(納めると老齢基礎年金額が増えます。)
②　「未納」だと障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合がありますが、
　　免除・納付猶予制度の場合（一部免除において減額された保険料を納付していない場合を
　　除く）は受け取る条件に含まれます。

「未納」より、こんなに良い制度です。

免除が承認された場合の免除額と保険料

※免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますのでご注意くだ
　さい。

４分の１免除

16,590円　

0円　

免除額

保険料

12,440円　

4,150円※

8,290円　

8,300円※

4,150円　

12,440円※

半額免除４分の３免除全額免除

詳しく知りたい時や、わからないことがあった時は、
稚内年金事務所　お客様相談室（0162-74-1000）
または日本年金機構ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　住民グループ（01634-8-7660）


